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A Study on Developing a New View of Society in Geography Course in Junior High School:
Unit plan “Whose is ‘Douro’, route and street?”

Naoya Itou, Hiroko Taguchi, Hiromi Kawaguchi and Norio Ikeno

Abstract. The purpose in this paper is to develop the lesson plan for teaching junior high 
school social studies to consider “Douro” (route and street).　We developed the unit plan 
“whose is Douro?”.　The aim of this plan is for children to recognize the perspectives and 
views of “Douro”.　We have prepared two views of space to plan the unit.　One is a 
Neoclassical economics view.　It thinks “Douro” from a bird’s-eye viewpoint.　Another is a 
view of Commons Studies.　It reflects “Douro” from the viewpoint of our daily life.　As 
students have a common knowledgement view already, we have planed the lesson that 
they recognize a common knowledgement view, a Neoclassical economics view, and a view 
of Commons Studies.　As a result of this plan,students will be able to consider how to society 
using three views.

Key words:  junior high school geography course, view of society, “Douro”, neoclassical 
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Ⅰ．中学校社会科における地理的
見方・考え方　　　　　

　本稿の目的は，生徒の事象に対する見方・考え方を
多様化し，深化させる中学校社会科地理単元を新たに
開発し，示すことである。筆者たちのグループは，見
方・考え方を多様化，深化をめざした授業を開発して
きた1）。本研究はその継続研究である。
　筆者たちの考える見方・考え方とは，事象を理解す
るときに用いる枠組みのことである。例えば，「東広
島市の工場跡地に大型スーパーができた。」という
ニュースを聞いたとき，生徒は「大型スーパーの経営
者が工場跡地を勝ち取った」とか，「市長や周辺住民
がスーパーに頼んで来てもらった」と理解する。生徒
たちは，競う，頼むという日頃の経験にもとづく枠組
みを通して，スーパーができたという事象を理解して

いるからである。このように，筆者たちは，生徒たち
が日常の見聞や経験に基いた自分なりの見方・考え方
を持っており，地理授業はそれをより多様なもの，深
めたもの，新たなものに育成するべきだと考えている。
　一方，現行の中学校学習指導要領社会科（以下，学
習指導要領と略記）は，地理的見方・考え方を，生徒
たちの持つ枠組みではなく，地理学や関連諸科学にも
とづく見方・考え方として客観的に存在するものと考
える。とくに，「生徒自身が変化する地域的特色を記
述する力を育てることを目指し」，地理学の内容より
も，方法に重点を置いている2）。そうして，調べ方・
学び方を学習し，方略的知識の獲得をめざすものと
なっている3）。本稿では，まず学習指導要領にもとづ
く地理学習について，問題点を指摘し課題を設定す
る。そうして，その課題を克服する単元案を示すこと
にする。
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Ⅱ．中学校社会科地理授業の問題点と
課題　　　　　　　　　　　

１．中学校社会科地理授業の問題点と課題
　現行学習指導要領は，調べ方・学び方学習を重視し
ているが，教育現場に十分に伝わっているとは言いが
たい。　
　石戸谷は，学習指導要領が内容とする「三国三県」
に関して，同じ調べ方・学び方の学習を繰り返すこと
の意味が十分に理解されていないことを指摘してい
る。そして，地理教科書が取り上げる国や県を増やし
ており，多くの地理教員が，日本や世界の地誌を網羅
的に学習させている状況を紹介している4）。
　このような状況に対し，調べ方・学び方学習の改善
策として，学習対象や獲得する知識の質を改善するこ
とが提案されてきた。
　加藤は，調べ方・学び方学習の学習対象を変えるこ
と主張している。例えば，都道府県，市町村といった
形式地域を所与のものとして取り上げる地理学習が，
地域を批判的に見ないことを問題として指摘し，対象
を実質地域に変更することを提案している。その事例
として，矢作川の社会的機能に着目して，社会的流域
という実質地域を確定し，水質問題の原因となる社会
構造を探究する授業を示している5）。
　大杉は，地理学習において，方略的知識の獲得に加
え，概念的知識の獲得を目指すことを主張している。
学び方・調べ方学習を繰返すことは，社会認識を広め
るが，質的に深めないと指摘する。そして，北九州工
業地帯の工業の特色と変化を，「利益を大きくするた
め生産費が最小となる地に工業が立地する」という概
念的知識を見方・考え方として地理授業に組み込むこ
とで，より社会認識が深まるとしている6）。
　これらの改善策は，現状の社会を社会構造や概念的
知識によってより正しく説明することをめざし，その
成果を示している。しかし，社会科が「国家・社会の
形成者」の育成をめざす教科であろうとするならば，
現状の社会について，これでよいのかと批判的に見，
新たなものにつくりなおすことを考える機会を与える
ことも必要である。
　地理において「国家・社会の形成者」を育成するた
めには，地理的事象を理解するだけでなく，それらが
どうあるべきか，という地理的事象のあり方について
学習すべきであろう。例えば，交通弱者を生み出すよ
うな現在の日本の車社会も，何らかの価値観にもとづ
くあり方である。生徒たちには，その価値観に気付か
せ，その他にどのような価値観にもとづく車社会のあ
り方があるか，どれがよいかを考えさせ，判断させる

機会を与えることが必要ではないかということであ
る。そのため，日本の車社会に典型的な政策構想や他
国の都市計画の事例などを，地理授業で複数の見方・
考え方として提示し，根拠を持って，ひとつのあり方
を選択することができるようにさせるということであ
る。
　そこで本稿では，地理的事象を理解する枠組みとし
ての見方・考え方を複数用意し，多様化，深化をめざ
す授業案を示すことを課題とする。
　このような課題に取り組んだ先行研究として，丹生
たちの研究がある7）。それは，事象理解の枠組みとし
ての見方・考え方を育てるため，空間認識について考
察し，その結果を授業案として示している。
　丹生たちは，学習指導要領が地域の環境条件や他地
域との結びつきという制限の中で，地理的見方・考え
方の育成をめざすため，空間認識が一つの見方・考え
方に特化される問題点を指摘している。そして，社会
学の視点から，家族という社会集団と住居という居住
空間の関係に着目し，新たな空間認識を示している。
　本稿では，丹生たちの研究成果に基づき，それを発
展させ，地理の見方・考え方を育成する地理授業にお
いて，空間の認識のし方と，その認識のし方が果たす
役割について考察する8）。

Ⅲ．地理単元「道路は誰のもの」

１．単元の開発過程
　単元の開発は，生徒の日常経験を出発点とし，複数
の見方・考え方を育成するために道路をテーマとす
る。
　道路は，交通，防災，遊び場や憩いの場など，様々
な社会的機能をになうべき公共空間であるからであ
る。また，生徒がほぼ毎日接する生活空間だからであ
る。しかし，現在の中学校地理授業では経済空間とい
うひとつの見方しか提示されていない。そこで，経済
空間と生活空間の両面から見るため，新古典派経済理
論と社会的共通資本論という２つの見方・考え方を用
意し，道路についての見方・考え方を多様化・深化さ
せることをめざす9）。
　まず，生徒の道路観について考えてみよう。生徒が
日常生活のなかで目にするものは，飛び出し危険の看
板，黄色い旗を持った交通指導ボランティア，水道管
のための道路工事，テレビで流れる道路公団問題の
ニュースなどがある。しかし，これらから形成される
道路観は，感覚的，要素的なものであろう。価値的，
社会的なレベルの認識は無く，漠然としたものである。
　中学校地理教科書に基づく道路学習は，国土や都道
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図　道路に対する見方・考え方の構造

府県スケールの交通機能を認識する道路学習である。
そこでは道路を経済空間として，同質的にみなすもの
となっている。
　例えば，教科書には「全国各地が新幹線や高速道路，
航空路によって結ばれ，…略…人やものの移動，そし
て産業が活発になりました。」「鉄道やバス路線が廃止
になったり，道路網の整備が遅れたりして…略…地域
間の格差が生まれています。」と記述されている10）。

　このような記述に基づく学習の特徴は以下の２点で
ある。１点目は，高速道路は産業を活発にする，道路
網の整備が遅れると地域の生活や経済が停滞する，と
いう経済空間としての道路観が形成されることであ
る。２点目は，道路を線路，航路，航空路と同様に交
通路としてみるため，道路を段階性の無い同質なもの
と見ることである。他の交通路にはない，例えば子供
の通学路，遊び場，老人の憩いの場などの機能に目が
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向かないことである。
　２点目のような視点は，身近な地域の調査を行う単
元に求めるべきものかもしれないが，教科書にそのよ
うな視点からの記述はない。したがって，教科書全体
を通して経済空間としての道路観が形成されることに
なろう。道路を経済空間と認識する学習は，大切であ
る。日本の産業や経済発展は，道路網の整備なしには
あり得ず，今後の整備について考える事も重要であ
る。しかし，生徒の生活経験や福祉的視点を含めて，
多様な立場からの見方・考え方を提示して，道路を取
りまく社会のあり方を批判的に考えることも重要であ
る。本稿では，道路について，新古典派経済理論に基
づく見方・考え方と，社会的共通資本論に基づく見
方・考え方を準備し，単元を開発した。
　
２．地理単元「道路は誰のもの？」の全体構造
（1）見方・考え方の構造
　地理単元「道路は誰のもの？」では，生徒の感覚的
認識を，功利的，価値的，社会的なものへと段階的に
深化させることをめざしている。本単元における「道
路」の見方・考え方を図示したものが，前頁の図であ
る。
　図の下段には，地理教科書が依拠していると考えら
れる新古典派経済学的な見方・考え方を，そしてその
視点を批判的に見る見方として，社会的共通資本論的
な見方・考え方を下段に示した。
　新古典派経済理論的な見方・考え方は，まず，「幹
線道路では渋滞が生じている。生活道路では交通事故
が増えている」という地理的事象について，「幹線道
路では渋滞が生じている」という点に着目し，感覚的
に「道路を増やせば良い」と考える（感覚的認識）。
その主張は，平常時に比べて，渋滞時に生まれる損失

（時間コスト）によって「道路を増やせば儲かるから」
と理由づけされる（功利的認識）。さらに，時間コス
トの重視が，なぜ新道路建設につながるのかを考え
る。そうして，時間コストという考え方が，より早く
合理的なルートを選択する経済人のものであること，
また経済人は道路を合理的な経済活動の手段としてと
らえることを認識する（価値的認識）。最後に，その
ような価値観に基づく主張は，現代の車社会を作って
きた中心的な考え方であることを認識する（社会的認
識）。
　上段では「社会的共通資本」論を見方・考え方とし
て設定する。この見方・考え方は，まず「幹線道路で
は渋滞が生じている。生活道路では交通事故が増えて
いる。」という地理的事象について，「生活道路では交
通事故が増えている」点に着目し，直感的に「車社会

のあり方を変えれば良い」と考える（感覚的認識）。
その主張は，道路を増やしても交通事故やその予防費
用（社会的コスト）が増加することによって理由づけ
される（功利的認識）。さらに，なぜ社会的コストを
理由にしたかを反省し，道路を庭のように考える価値
観にもとづいて安全性を重視しているからだと気付か
せる（価値的認識）。最後に，そのような価値観に基
づく主張は，現実の社会では，生活者レベルでの取り
組みとしてみられることを認識する（社会的認識）。
　以上のように，生活道路の交通事故の解決を考える
学習は，経済成長を重視する都道府県スケールの見
方・考え方と，健康で安全な生活を重視する地域社会
スケールの見方・考え方を，同じ空間上で重ねあわせ
る空間認識を形成する。
（2）単元の構造
　開発した単元は，道路をめぐる社会問題について，
生徒が感覚的に提案した２つの見方・考え方を，その
論理的根拠を功利的，価値的，社会的なレベルに高め
ること，また「道路」に関する２つの見方・考え方の
関係について考えることをめざす構造になっている。
そうして，２つの見方・考え方に基づいて，道路をと
りまく社会の新たなあり方を構想し，そのなかで自分
にできることを考えていくことをねらいとしている。
（3）単元の展開構造　
　単元展開は，教材として道路やそこで見られる渋滞，
交通事故などを事例に，以下のように構成した。
　導入では，スクールゾーンなのに歩行者が犠牲に
なったさいたま市の交通事故を事例に，生活道路をめ
ぐる不平等な社会的関係を把握させる。生活道路を公
共空間と考える立場にたてば，この不平等な状況は社
会問題となる。展開１では，その社会問題の解決に向
けた主張を行い２つにまとめる。そうして主張Ａ「道
路を増やすべきだ」，主張Ｂ「車社会を変えるべきだ」
という２つの見方・考え方について，どちらが良いか
を考えるよう単元を展開する。そのなかで，なぜ良い
かという説明を，感覚的認識に基づくものから，功利
的，価値的，社会的認識に基づくものへと成長させて
いく。
　展開２では，「渋滞＝問題」という構図を反省し，
批判的に考える。日常生活をふりかえれば，渋滞を想
定して行動している場合が多い。それでも，なぜ渋滞
は解決すべきかを，時間コストを重視する石原都知事
の政策，社会コストの重要性を喚起する交通事故の記
事を事例に問うことで，主張Ａ，Ｂに功利的な理由づ
けを行う。展開３では，時間コストに基づく道路づく
りの価値観を見えやすくするため，道路を生活の庭と
とらえる価値観が明確なフライブルグの町づくりを先
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に学習する。そうして，再度都知事の政策を見ること
で，道路を経済活動や生産手段とみなす価値観を理解
する。展開４では，現在の日本の道路政策を手がかり
に，主張Ａ，Ｂの両者の考え方が現代社会にどのよう
に組み込まれているかを認識させる。そうして，主張
Ａ，Ｂは，二項対立的なものではなく，状況，規模等
に応じて，用いるものであることを理解させる。
　展開５では，２つの見方・考え方を通して，校区の
周りの道路を評価させる。そして，もし問題と感じる
ところがあれば，展開４で学習した内容に基づき，解
決の方略を考えさせる。

３．地理単元「道路は誰のもの？」
（1）単元名
「道路は誰のもの？」

（2）単元の目標
関心・意欲目標
　日常生活を振り返り，道路に問題を発見し，解決に
むけて関心や意欲を持って取り組む。
技能・表現目標
　生活道路の写真と道路地図から，読み取れる内容を
記述する。
思考・判断目標
　道路についての２つの見方・考え方にもとづき，地
域の状況を考慮して，解決の方略を考える。
知識・理解目標
　生活道路で増加している交通事故を，偶発的な問題
　事象ではなく，生活道路をめぐる不平等な社会的関
係がもたらす問題事象として理解する。

（3）単元の展開
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４．おわりに
　本稿では，現行の学習指導要領に基づく地理学習の
問題点を指摘し，新古典派経済理論や社会的共通資本
論に基づく道路の見方・考え方を提示することで，見
方・考え方を多様化し，深化させる地理単元を示し
た。その成果は以下の３点である。
　１点目は，見方・考え方を育成する地理授業が社会
科の目標につながることを示したことである。国家・
社会の形成者の育成をめざす社会科の授業において，
生徒の見方・考え方を多様にするということは，新た
な社会の構想を多様にするということである。本単元
では，道路を増やすべきだ，使い方を変えるべきだと
いう生徒の感覚的な主張を，道路をとりまく新たな社
会の構想に発展させていた。
　２点目は，見方・考え方を育成する地理授業におけ
る空間認識の役割を示したことである。社会の構想は，
例えば東京都の環状道路構想図やフライブルグ市のボ
ンエルフのように，地図や現実の都市として空間的に
表される。そこで，本単元では，道路についての見方・
考え方を多様にするため，新たな車社会の構想を学習
する過程を，道路地図や生活道路の写真を読み解いて
いく過程として構成した。新古典派経済理論を読み解
くには道路地図，社会的共通資本論を読み解くには生
活道路の写真といったように，構想を読み解くにはそ
れにふさわしい空間表現があった。空間は今ある社会
を分析し，わかるためでなく，新たな社会の構想をわ
かり，評価・判断するために授業に組み込まれること
を示したと言えよう。
　３点目は，見方・考え方を複数提示し，獲得させる
意義を示したことである。「国家・社会の形成者」を
育成するためには，今ある社会だけでなく，複数の社
会のあり方を提示し，どれが良いかを根拠づけて判断
することが求められよう。今回開発した地理単元では，
都市政策や外国の都市を新たなあり方として提示し，
根拠づけて判断させていた。

　今後，本単元を授業として実践し，その効果をはか
ることが必要であるが，その点は別稿の課題とする。
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析の特徴は次の２点である。①道路の利用者や周辺
住民など，社会全体の便益が費用を上回れば，それ
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